
新旧対照表 

東京都胃がん検診の精度管理のための技術的指針（令和６年３月） 

新 旧 

第１（現行のとおり） 

 

第２ 検診対象者 

１ 当該区市町村に居住地を有する 50 歳以上の者とする。 

※ 「がん重点健康教育及びがん検診実施のための指針」（平成 20

年３月 31 日付け健発第 0331058 号厚生労働省健康局長通知別

添（令和５年６月改正））には「胃部エックス線検査については、

当分の間、40 歳以上の者を対象としても差し支えない」との記

載がある。 

  なお、受診を特に推奨する者を 50 歳以上 69 歳以下の者とする。

ただし、受診を特に推奨する者に該当しない 70 歳以上の者に対し

ても、受診の機会を提供するよう留意すること。 

２ （現行のとおり） 

 

第３ 実施回数 

 胃がん検診は、原則として同一人について２年に１回実施する。 

※ 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」には

「胃部エックス線検査については、当分の間、年１回の実施でも

差し支えない」との記載がある。 

 なお、検診機会は必ず毎年度設けることとする。 

 

第４から第８まで（現行のとおり） 

第１（略） 

 

第２ 検診対象者 

１ 当該区市町村に居住地を有する 50 歳以上の者とする。 

※ がん重点健康教育及びがん検診実施のための指針（令和３年

10 月改正）には「胃部エックス線検査については、当分の間、

40 歳以上の者を対象としても差し支えない」との記載がある。 

なお、受診を特に推奨する者を 50 歳以上 69 歳以下の者とす

る。ただし、受診を特に推奨する者に該当しない 70 歳以上の者

に対しても、受診の機会を提供するよう留意すること。 

 

 

２ （略） 

 

第３ 実施回数 

 胃がん検診は、原則として同一人について２年に１回実施する。 

※ がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針（令和３

年 10 月改正）には「胃部エックス線検査については、当分の間、

年１回の実施でも差し支えない」との記載がある。 

 なお、検診機会は必ず毎年度設けることとする。 

 

第４から第８まで（略） 



新旧対照表 

東京都胃がん検診の精度管理のための技術的指針（令和６年３月） 

新 旧 

第９ 検診記録の整備及び精密検査結果の把握 

１（現行のとおり） 

２ 胃がん検診精密検査結果の把握 

  区市町村又は検診実施機関は、「胃がん検診精密検査依頼書兼結

果報告書（様式６号）」等により精密検査実施医療機関に精密検査

を依頼するとともに、その結果を把握する。 

  なお、精密検査結果の区市町村又は検診実施機関への提供につ

いては、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）

の例外事項として認められている（「医療・介護関係事業者におけ

る個人情報の適切な取扱いのためのガイダンスについて」（平成 29

年４月 14 日付個情第 534 号・医政発 0414 第６号・薬生発 0414

第１号・老発 0414 第１号個人情報保護委員会事務局長・厚生労働

省医政局長・医薬・生活衛生局長・老健局長通知別添（令和５年３

月改正））による。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９ 検診記録の整備及び精密検査結果の把握 

１（略） 

２ 胃がん検診精密検査結果の把握 

  区市町村又は検診実施機関は、「胃がん検診精密検査依頼書兼結

果報告書（様式６号）」等により精密検査実施医療機関に精密検査

を依頼するとともに、その結果を把握する。 

  なお、精密検査結果の区市町村又は検診実施機関への提供につ

いては、個人情報保護法の例外事項として認められている（「医療・

介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダ

ンスについて」（平成 29 年４月 14 日付個情第 534 号・医政発 0414

第６号・薬生発 0414 第１号・老発 0414 第１号個人情報保護委員

会事務局長・厚生労働省医政局長・医薬・生活衛生局長・老健局長

連名通知）による。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新旧対照表 

東京都胃がん検診の精度管理のための技術的指針（令和６年３月） 

新 旧 

第 10 事業評価 

 胃がん検診は、科学的に効果の明らかな方法及び精度管理の下に

実施することが不可欠であり、区市町村は、「胃がん検診チェックリ

スト（区市町村用）（様式８号）」を用い、検診の実施状況を把握した

上で、本チェックリストの事項が確実に実施されるよう、体制の整

備に努めるとともに、検診実施機関等の関係機関と十分協議を行う。 

 また、東京都生活習慣病検診管理指導協議会における検討結果や

助言を踏まえ、検診実施機関の選定や実施方法等の改善に努める。 

 なお、胃がん検診における事業評価の基本的な考え方は、「がん検

診事業のあり方について」（がん検診のあり方に関する検討会（令和

５年６月））に示されている。報告書の見直しが行われた場合は、新

たな内容に基づき事業評価を行うこととする。 

 

 

第 11 から第 12 まで（現行のとおり） 

 

（削除） 

 

 

 

 

（別紙１）から（様式第９号）まで（現行のとおり） 

第 10 事業評価 

 胃がん検診は、科学的に効果の明らかな方法及び精度管理の下に

実施することが不可欠であり、区市町村は、「胃がん検診チェックリ

スト（区市町村用）（様式８号）」を用い、検診の実施状況を把握した

上で、本チェックリストの事項が確実に実施されるよう、体制の整

備に努めるとともに、検診実施機関等の関係機関と十分協議を行う。 

 また、東京都生活習慣病検診管理指導協議会における検討結果や

助言を踏まえ、検診実施機関の選定や実施方法等の改善に努める。 

 なお、胃がん検診における事業評価の基本的な考え方は、「今後の

我が国におけるがん検診事業評価の在り方について」（がん検診事業

の評価に関する委員会 報告書（平成 20 年３月））に示されている

が、報告書の見直しが行われた場合は、新たな内容に基づき事業評

価を行うこととする。 

 

第 11 から第 12 まで（略） 

 

 東京都胃がん検診の精度管理のための技術的指針は、「がん予防重

点健康教育及びがん検診実施のための指針（令和 3 年 10 月改正）」

及び「対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアル」（日本消化器が

ん検診学会 2017 年発行）に基づき作成 

 

（別紙１）から（様式第９号）まで（略） 
 


